
 

 

<宮川高校おすすめ本リストについて> 

 先生や司書が生徒の皆さんにすすめたい本を集めた、「宮高図書館おすすめ本リスト」を作りました。 

今年度のリストは、「知識」の本・「小説」・「絵本・写真集」の3つに分けました。 

「知識」の本は、本を読むことによって新しい考え方や知識を増やして、視野を広げるきっかけになる本を集めています。「小説」は、本を読む読

書の醍醐味といえます。「絵本・写真集」は気軽に読めて、気持ちが動く本や楽しい本を集めました。 

 最も長い休みである夏休みを利用して、本に親しんでもらえると嬉しいです。図書館でお待ちしています。 

  

 

◆キング＆クイーン/柳広司 講談社 2010 

 元SPの冬木安奈は、チェスの世界王者のアンディ・ウォーカーのボディーガードを引き受けることに。

依頼主は、彼がアメリカ大統領に狙われていると伝え・・・ 

◇神様のカルテ/夏川草介 小学館 2009 

 長野の地方病院で働く医者が主人公。登場人物たちのやさしさに、ほろりとさせられる作品です。 

◆青森ドロップキッカーズ/森沢明夫 小学館 2010 

 カーリングで全日本優勝を狙うべく苦悩しながら練習を積み重ねる姉妹と、クラスでいじめに遭い現実逃避を

繰り返している中学3年生の苗場君が、カーリングを通して成長していく物語です。読後が爽やかです。 

◇和菓子のアン/坂木司 光文社 2010  

 高校卒業後、和菓子屋「みつ屋」で働くことに杏子さん。みつ屋で起る「謎」を杏子さんが解いていく

物語です。同作家の「ホテルジューシー」「シンデレラ・ティース」が好きな人はぜひどうぞ。 

◆オー！ファーザー/伊坂幸太郎 新潮社 2010 

 高校生の由紀夫には、同級生の友人達に隠している秘密があったーそれは、母親と個性豊かな４人の父親と

同居していること。由紀夫の周りで起こった、小さな事件の連鎖は大きな事件へと繋がり・・・ 

◇かのこちゃんとマドレーヌ夫人/万城目学 筑摩書房 2010 

小学一年生のかのこちゃんと猫の世界の外国語が分かるアカトラのマドレーヌ夫人を中心にした物

語。淡々と過ぎ去る日々の中で、ユーモアや丌思議な出来事を綴っています。 

◆戦争と平和 河出世界文学全集 /トルストイ著 中村白葉訳 河出書房新社 1989 

19世紀、ナポレオンのロシア侵攻の最中のモスクアを舞台に書かれた物語。読み応えのある作品です。 

読書を楽しもう♪  「小説」 視野を広げるきっかけに！  「知識」の本 

 

 

 

◆死神さんとアヒルさん/ヴォルフ・エァルブルッフ作・絵 三浦美紀子訳 草土文化 2008   アヒルさんの前に現れた死神さん。気になる展開が続きます。結末は絵本を読んで確かめて下さい。 

◇銀河鉄道の夜/宮沢賢治原作・清川あさみ絵 リトルモア 2009   宮沢賢治の代表作「銀河鉄道の夜」が、布や糸、クリスタル、ビーズなどを使ったアートとともに進行する素敵な絵本です。 

◆ハートのしっぽ/岩合光昭 写真 文 小学館 2010   猫と人がともに暮らしている島で撮られた写真が集められています。本書に登場する、ハートのしっぽをもつ猫を探して下さい。 

◇アスリートの夢/日本ドリームプロジェクト 編 いろは出版 2009   26人のスポーツ選手の、夢に対する思いを集めた本。夢を実現するための思いの強さを実感できます。 

◆新しい明日へ/ベルンハルト Ｍ．シュミッド 写真／谷郁雄 詩 ピエ・ブックス 2008   美しい自然の写真と「新しい明日へ」向かって前向きになれる詩のコラボレーション。 

 

 

目で見て楽しい♪  「絵本・写真集」 

 

 

◆怖い絵/中野京子 朝日出版社 2007 

 20 の「怖い絵」を集めて解説した本。見るからに怖い絵だけでなく、自分の感覚でみると普通の絵なの

に、絵の描かれた状況を知ると怖くなる絵もあります。絵を深く鑑賞するきっかけになる本です。 

◇くらべない幸せ/香山リカ 大和書房 2010 

他人と比較して、自分が幸せでないと感じてしまう人が増えているようです。他人を気にせず、自分らしく

生きることが大切であり、その方法を考えるきっかになる本です。 

◆怒らないこと/アルボムッレ・スマナサーラ筆 サンガ 2006 

 「怒り」について解説し、「怒らないこと」を目指すべきと書かれている本です。精一杯頑張った上で、良い

結果も悪い結果も受け止めるという気持ちの余裕がよりよい生き方につながると書かれています。 

◇社会人として大切なことはみんなディズニーランドで教わった/香取貴信 こう書房 2002 

 昨年度学校へ講演に来てくださった香取さんが、ディズニーランドで働き経験した内容をまとめた本。リピ

ーター率の高いディズニーランドのサービスを通して、「働く姿勢」について考えさせられます。 

◆ＮＡＳＡより宇宙に近い町工場/植松努 ディスカヴァー・トゥエンティワン 2009 

20 人の工場を運営しつつ、宇宙ロケットの開発を行なっている植松さんの本。宇宙開発への思いや、

「社会」・「夢」・「学び」・「努力」・「運営方針」「未来」など植松さんの考えが詰まっています。 

◇家族の勝手でしょ！/岩村暢子 新潮社 2010 

 様々な家庭の食事を一週間の調査し、結果をまとめた本。274枚の写真が載せられています。将来的に

一人暮らしをするなど自ら食事を用意する必要のある人は、「食」について考えるきっかけにして下さい。 


